
・・チアダンスを楽しもう・・ 

 

おしゃべりひろば 

子育ての中で気になることや心配なことな

ど、何でも気軽にご相談ください。時間内の出

入りは自由です。身長体重測定も出来ますよ。 

 

日時：8月 21日（金）25日（火） 

    9:30～12:00／14:00～16:30 

場所：養正保育所 乳児棟２Ｆ   

対象：乳幼児親子（申込不要） 

 

 

 

 

 

 

 

                京都市営保育所 子育て支援事業 

   こと Hugmi
は ぐ み

 プロジェクト子育て通信 

 

 

 
 

 
 

   

 
 

 

 
 

 

 

                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～プール開放～ 

  乳児園庭のプールを開放します。（説明会は 7月に終了しています。） 

 プール開放日 8月 5日（水）11:00～11:45（申込制） 

対象：お子さんが 0 歳から６歳（就学前）、もしくはこれから子育てを始めるご家庭  

保育所では地域の方とともに、みなさんの子育てを応援しています  

 令和 8 年８月      

京都市養正保育所  
        京都市左京区田中玄京町 149   

           乳児棟 

             075-701-8666 

                 

 

 

てんとうむし  ８月号 
養正保育所 てんとうむし 検索 

 

子育て支援情報はこちらから

ご覧ください。 

みんなおいでよ  

～ホールであそぼう～ 

 

 幼児クラスの子どもたちとホールで元

気いっぱいに体操しましょう。ポンポン

も用意しています。音楽に合わせて遊び

ましょう。 

 

日時：８月 17日（月）10:30～11:00 

場所：養正保育所 幼児棟ホール 

対象：乳幼児親子 

（申込不要） 

えほんの読み聞かせ 

 １歳児の子どもたちと一緒に、絵本の読み聞

かせなどを楽しみましょう。 

 

日時：８月 25日（火）15:45～16:15 

場所：養正保育所 乳児棟 

対象：乳幼児親子（申込不要） 

小学生たちによるチアダンスクラブ「ス

タジオストック」が、チアダンスを披露し

てくれます。 

 元気いっぱいのチアダンスを見て、夏の

暑さをふきとばしましょう。 

 

日時 8月 1７日（月）10:00～10:30 

場所 養正保育所 幼児棟ホール 

対象 乳幼児親子（申込不要） 

 

 

保育士と 



                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子半日保育体験 
  

お子さんと同じ年齢のクラスに入って、

午前中の活動や給食を一緒に過ごしてみ

ませんか。随時、申込みを受付けていま

す。 

（参加費 300 円 親子給食２食分） 

すくすく広場（園庭開放） 

 日 時 ：月曜日～土曜日（祝日除く） ９:３０～１２:００／１４:００～１６:３０ 

     （１２:００～１４:００はお休みです。） 

場 所 ：【乳児棟】すくすくの部屋、えほんの森、ホール、園庭 

     【幼児棟】園庭 

お問合せ：（075）701-8666 養正保育所乳児棟 

 

◎申込不要です。すくすくの部屋、ホール、絵本の部屋、園庭などで、 

親子でゆっくりと遊ぶことができます。 

◎地域の親子が一緒にクラスの活動に参加し、保育所の子どもたちと 

交流ができます。 

幼
児
棟 

乳児棟 

すくすくの部屋 

（乳児棟２Ｆ） 

養正保育所の地図 

 

 

『なんでだろう？の思いを大切にするには』 

夏は、虫探しや水あそびを通じて、子どもの「あ

れ？」「なぜ？」といった発見や疑問が芽生えやす

い季節です。言葉にできなくても、「あっ」「うっ」

と声や指さしで驚きや発見を伝えようとする姿は、

知的好奇心や考える力の源となります。 

まず、子どもの「あっ」「ん？」といったサイン

に、「わぁ、きれいだね」「なんだろうね」と共感し、

一緒に驚いてあげることが大切です。保護者の方が

興味や関心を受け止めることで、子どもは「もっと

知りたい」という気持ちを抱きやすくなり、探求心

はさらに膨らみます。親子で発見の喜びを分かち合

い、子どもの「なぜ？」を温かく見守り、育んでい

きましょう。 

 

 

子育てひとくちメモ 



 

 

 


